
イオン株式会社様では、「夢のある未来へ」という「イオン宣言」を地域社会 

に具現化すべく「エコロジー（環境）」と「ローカル（地域還元）」をテーマに社会 

貢献活動に取り組んであります。その一つとして、「イオン幸せの黄色いレシー 

トキャンペーン」が、毎月１１日（イオン・デー）に行われ、買い物された際、発行 

される「黄色いレシート」を、応援する登録団体のボックスに投函し、その合計 

金額の１％をその団体にギフトカードとして寄贈されるものです。 

全国では２５年間、大牟田店では１５年間、続いている取組みです。 

今年度は、総額 283,700円分のギフトカードが、１５団体に贈呈され、そのうち大牟田市社会 

福祉協議会及び福岡県共同募金会大牟田市支会にも、イオンギフトカードを贈呈していただきまし 

た。ギフトカードの使途については、生活困窮者支援をはじめ、共同募金運動のために活用されます。 

１年を通して、皆様方に応援していただき、大変感謝しております。ありがとうございました。 
 

＊＊＊ご寄贈ありがとうございました＊＊＊ 

４月５日（土）、好天に恵まれ、桜満開の堂面川を背景に、上白川公民館敷地内の広場で、 

「しらかわ食堂」が、プレオープンしました。当日は、風が強く、桜舞い散る中での「しらかわ 

食堂」の開所でありましたが、子どもたち、地域住民や親子づれなど、約１２０名の方々が、 

参加されました。しらかわ食堂実行委員会の皆さんが、受付・配膳・調理担当などに分かれ 

「カレーライスとサラダ」を提供されました。子どもは無料で、大人は２００円以上の協力金 

のお願いがなされています。 

正式オープンは、５月１０日（土）１１時３０分からとなり、５月からは、上白川公民館の大広間で開催されます。 

これで、「校区単位の子ども・地域食堂」は、市内で９ヵ所目となります。校区以外にも、小地域エリアの子ども食堂

も増えてきており、また、企業・団体など、たくさんの方々から、寄付やお米などの寄贈をいただいております。 

本会では、これからも様々な校区や小地域エリアと協働で、また様々な企業・団体・個人の皆様のご協力を得て、市

内に「子ども・地域食堂」を広めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人 大牟田市社会福祉協議会 
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日月パートナーズ税理士法人様より、お米やジュースなどの食料品等をご寄贈

いただきました。 

お寄せいただいたお米・食料品等は、「子ども・地域食堂」、「子どもの居

場所づくり」や「生活困窮者支援」等のために、有効に活用させていただ

きます。ありがとうございました。 

冷凍食品アレンジメニュー 
試食会の様子 

日月パートナーズ税理士法人 様 

行政書士相談 ５月２１日（水） 32-8851 

「第１５回イオン幸せの黄色いレシートキャンペーン」 贈呈式に出席しました 

 

【編集後記】 

 桜の花が散り、キラキラとした深緑が出てくる季節となりました。今年、我が家の長男が高知の大学に進学し、少し寂

しさを感じておりますが、一方で出費もかさみ、お財布も寂しいかぎり・・・(T_T)。高知と言えば、南海トラフ地震では

危険とされる県にあげられており、最近専門家の見解では、２０３５年が Xデーとなるとの事でした。過去のデータを

検証し、同じような角度になるのが２０３５年だそうです。とはいえ、いつ何時、何が起こってもいいようにと子どもに

も防災グッズを持たせました。“備えあれば憂いなし！”毎日、ちゃんと枕元に笛を置いているそうです。そういえばう

ちの笛などは何処へ・・・？我が家の防災グッズも確認し直さないといけなさそうです。（ボランティアセンター 山﨑） 

 孤独・孤立対策強化月間 全国キャンペーン実施のお知らせ 

近年、孤独・孤立の問題が深刻化する中、国においては、孤独・孤立についての理解・ 

意識や機運を社会全体で高めていくため、毎年５月を強化月間として集中的な取り組み 

を呼びかけています。 

これを踏まえ、全国民生委員児童委員連合会、 

全国老人クラブ連合会、全国社会福祉法人経営者 

協議会、全国社会福祉協議会・地域福祉推進委員会の４団体の呼びかけに 

より、全国キャンペーンを展開することとしました。 

全国キャンペーンでは、民生委員・児童委員協議会や老人クラブ連合会、社 

会福祉法人、市区町村、都道府県、指定都市社協において、孤独・孤立対策に 

関連する広報・啓発や支援活動等に取り組みます。また、実施にあたっては、 

社会福祉法人やボランティア・NPO、企業等とも連携を図ります。詳しくは、 

右記のホームページをご確認ください。  https://www.notalone-cas.go.jp/category/monthly/ 

 

 

 

４月２５日と３０日に、ヤヨイサンフーズ九州工場の見学会に参加しました。 

ヤヨイサンフーズ九州工場様は、今年１月から、工場で生産された冷凍食品

の一部を市内の「子ども・地域食堂」へ無償提供して頂いておりますが、この

度、冷凍食品の利用促進と新規利用者（食堂）への説明会も兼ねた工場見学を

ご提案頂きました。普段は立ち入ることが出来ない製造ラインを間近で見た

り、安心安全な商品を提供するための徹底した品質管理の様子を確認したり

と、これまで以上に、ヤヨイサンフーズ様の食材に対する理解が深まりました。 

工場見学後は、冷凍食品を活用したアレンジメニューの試食会が催され、色

とりどりの豪華なメニューに舌鼓を打ちつつ、参加した食堂関係者からは、ア

レンジメニューを参考にして、今後の子ども・地域食堂でどのように活かすか

など、意欲的な声が聞かれました。丁重な対応に改めて感謝いたします。 

 

説明会や意見交換の様子 

 ヤヨイサンフーズ九州工場の見学会に行ってきました！ 

 



大牟田市社会福祉法人地域公益活動協議会（以下「社福公益協」）では、生活困窮者レスキュー事業の一環として

「ゴミ屋敷と呼ばれる家の清掃活動」を行っています。 

生活支援相談室に相談があったケースのうち、対象となったケースに対して実施 

しており、社福公益協の立上げ時から約１０年間に、３０件を超える自宅の清掃活動 

を行ってきました。 

今年度は、４月に１件目となる清掃活動を行いました。 

社福公益協の参加法人及び関係機関より、総勢３５名が参 

加し、相談者の自宅の清掃を終えることができました。 

今後は、生活相談室の相談員が関係機関と共に伴走支援を行い、相談者の生活基盤を整え 

ていくこととなります。当日、ご協力いただきました皆様、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暖かな春の日差しが降りそそぐ中、令和７年度の入園、進級式が行われました。進級した子どもたちは、ドキドキと

ワクワクでいっぱいの様子でしたが、堂々とステージに立つことができ、新入園児の子どもたちも、不安な表情を浮

かべながらも、クラスのお友だちや新担任と一緒にステージに並ぶことができました。式の最後には、年長組の子ど

もたちが「つくしんぼ」の歌を披露し、会場を和やかにしてくれました。 

新年度を迎え、子どもたち一人ひとりが、元気でのびのびと過ごしていけるよう職員一同、保護者の皆様のご協

力のもと、心を通わせ、一緒に子育てをしていきたいと思っております。       保育士一同より 

 

 ～くぬぎ保育所 小柳所長からの一言～ 

新たに１０名の新入園児を迎えて９６名の園児で、令和７年度がスタートしました。 

歴木保育所は、友だちとたくさん遊び、おいしい給食やおやつをいっぱい食べ、お昼寝をしっかりする 

ことで、やさしく、思いやりのある心、強くてたくましい体の育成を目指して保育活動を行っています。 

本年度も安心・安全の保育に勤めて参りますので、皆様のご支援・ご協力をよろしくお願いしたします。 

 

【申込方法】  総合福祉センター、市役所(福祉課)、地域包括支援センターに設置している 
申込用紙に記入の上、下記まで持参またはＦＡＸ・郵送にてお申込みください 
申込用コードからもお申し込みができます。 

【申 込 先】    大牟田市成年後見センター (社会福祉法人 大牟田市社会福祉協議会内) 
〒836-0815 大牟田市瓦町９－３ 総合福祉センター 
電話：0944-57-2535  FAX：0944-57-2560 

【申込締切】   A日程：５月１３日(火)必着    B日程：６月１３日(金)必着 
 

成年後見制度は、認知症、知的障がい、精神障がいなどの理由で判断能力が十分でない人が日常生活において不利益を

受けることのないよう、本人の権利と財産を守り、本人を支援する制度です。  

自身や家族の将来に備えて、成年後見制度を理解したい方や市民後見人として地域に暮らす方を支援する活動に興味

がある方を対象に、講座を開催します。是非、ご参加ください。参加費は無料です。 

※市民後見人として活動を希望される方は、本講座及び市民後見人実務養成講座の受講等その他要件があります。 

りんぐちゃん 

市民向け講座「成年後見制度について学ぼう！」を開催しました 
 

◇と  き：A日程 ５月２０日(火)～６月１７日(火)  ９時３０分～１２時３０分  [全５回] 
B日程 ６月２０日(金)～７月１８日(金) １３時３０分～１６時３０分 [全５回] 

 ※どちらか都合の良い期間をお選びください。 
◇とこ ろ： 大牟田市総合福祉センター (瓦町９－３) 
◇定 員： 各３０名(予約制)  ※原則、大牟田市在住、または大牟田市内に勤務している人 

令和７年度 新入職員４名をご紹介します！ 
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くぬぎっ子！    ～ ご入園 ・ ご進級 おめでとうございます ～ 

 

「おおむた地区 第９６回メーデー労働者の祭典」で「床下対応講座」を行いました 

 
４月２６日、おおむたアリーナにて行われた、「おおむた地区 第９６回メーデー 

労働者の祭典」が、「家族のふれあい」をテーマに開催されましたが、併せて「防 

災カフェ inメーデー」も催されました。その防災カフェの一つとして、本会は、 

床下模型を使った「床下対応講座」を出展いたしました。この講座では、「豪雨 

災害による床下浸水後、そのまま放置しておくと健康にどのような影響がある 

か」「床下の清掃方法について」の説明をさせ 

ていただきました。当日は、子どもから大人まで、約２００名の受講があり、 

「床下清掃時の畳上げの際の注意点」など、様々な質問をいただきました。 

 本会では、これからも、要請があれば、「床下対応講座」を含め、災害に 

関する情報を提供していきたいと考えております。 

「成年後見制度」について、市民に分かりやすく学んでいただくことを目的として、４月１２日に、イオンモール大牟田２階

のイオンホールにて「市民向け講座」を開催しました。 

自身や家族の将来に備えて成年後見制度を知りたい方や、成年後見制度を家族の中で検 

討している方など２５名の参加がありました。当日は、法定後見制度や任意後見制度につい 

て、竹本センター長より、それぞれアニメーション DVDを用いたり、クイズを交えたりしなが 

ら説明し、参加者からは、「先生の経験等を交えた解説がとてもためになり楽しい講座だった」 

「最近、身近に発生したので参考になった」との感想をいただきました。 

今回の講座を踏まえて、成年後見制度への理解が広まってほしいと考えています。 
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令和７年度 「成年後見活用講座」 受講生を募集しています！ 
  

生活困窮者レスキュー事業（ゴミ屋敷と呼ばれる家の清掃活動）を行いました 

 


